
 

慧光山 法遍寺（えこうざん ほうへんじ）について    住職 近藤道正 

法遍寺は、静岡県富士宮市にある「多宝富士大日蓮華山大石寺」を総本山と 

する日蓮正宗の寺院です。日蓮大聖人様の正しき信仰を人々に弘め、ここ愛知

地域の全ての人々が真の幸せをつかむ為に、総本山第６７世日顕上人が開基と

なって、昭和５７年６月１８日法遍院として設立され、平成２０年１２月２３日には 

改築され、法遍寺となりました。日蓮大聖人様の出世の本懐である三大秘法の 

大御本尊に帰依（きえ）し、破邪顕正の布教活動をさせていただいております。 

① 講中のみなさまへ「思い切る信心、これがすべて」               

人として生まれた目的は何か。妙法を信ずる意義は何なのか。これが私たちの一

大事である。信心の目的は自己の成仏と広宣流布である。これは思い切らねば進め

ない。｢思い切る｣とは、迷いとためらいを断ち切る、心を決めることである。大聖人

は、熱原法難による退転の要因を信徒らに示された。それは臆病、教えを忘れる、 

目先の利害に迷う、疑いである。成仏の秘訣は、勇気をもち、大聖人の教えを正しく

理解し胸に刻み、目先の利害に惑わず、一生成仏という大目的を忘れないことが  

鍵なのである。思い切る以外この鍵は得られない。思い切った時、目の前がぱっと 

開け、寂光が現れる。大聖人は仰せになった。このことを｢石を金と取りかえ、糞を 

米に替える証である｣(御書1056 趣意)と。思い切る信心に徹していこう。 

② 創価学会に籍を置くみなさまへ(創価学会破門の経緯を知らない方へ その２６） 

平成２年７月２１日、学会の夏期講開催にあたり池田・秋谷の両氏は総本山に  

登山し、日顕上人にお目通りをした。その折、日顕上人は両氏に対し、昭和５３年６月

と１１月の池田氏と学会首脳の反省が、現在の宗門と学会との協調関係の原点であ

る旨を諭された。そして先の連絡会議における学会側の一方的な態度にふれられ、

｢これはどのようなことか｣と尋ねられたが、これに対し秋谷氏は苦しまぎれの弁解を

なすのみであった。ついで「法主の発言封じ｣の件について注意をされたが、秋谷氏

は反省の色もなく抗弁した。その態度をうけ日顕上人は、｢法主の発言に対する連絡

会議での学会の態度は憍慢謗法（きょうまんほうぼう）です｣と、たしなめられたのであ

った。（次回、御大会でのお目通り） 

③ 正しい仏教への信仰を知らない方へ（言語道断の意味を知る） 

 一般的に｢言語道断｣という言葉は、｢常識を逸脱したこと、もってのほか｣という意味

で使われる。本来は仏教の言葉で、｢言語の道絶えて言説すべからず｣、つまり仏法

が説く妙理、究極の真理は言葉では表現できず、思索がおよばないことを示してい

る。言葉を代えれば｢不可思議｣である。正しい仏法は単なる精神修養や気休めでは

ない。人間のその生き方、人の幸・不幸に係わる重大な要素、大きな価値がこめられ

ている。日蓮大聖人の仏法は、真に一切の人間の苦悩を喜びに変え、大難を乗り越

え、娑婆の忍土を寂光の楽土へと転換させる。妙法の信仰には言語道断の実証が 

ましますのである。妙法を唱えるところ、滅せぬ罪はなく、来ない幸福はなく、深妙の

境界が開かれる。ともに妙法を信受しようではないか。 
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